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Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
全
国
の
夏
季

一
時
金
闘
争
の
回
答
状
況
は
、

６
月
１
９
日
、
１
４
時
現
在
、

全
国
で
１
４
０
支
部
分
会
が

有
額
回
答
を
引
き
出
し
ま
し

た
。
組
合
員
平
均
６
１
４
，

９
６
４
円
（
２
．
１
７
ヶ
月
）

支
部
分
会
平
均
５
８
１
，
３

５
５
円
（
１
．
９
２
ヶ
月
）
。

神
奈
川
地
方
本
部
の
夏
季

一
時
金
の
取
り
組
み
は
８
支

部
・
分
会
が
５
月
２
２
日

（
統
一
要
求
日
）
ま
で
に
要

求
を
だ
し
、
６
月
１
９
日
に

気
工
社
分
会
が
要
求
提
出
し

ま
し
た
。
６
月
２
２
日
時
点

で
２
支
部
以
外
は
ほ
ぼ
妥
結

に
な
っ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
地
本
の
主
な
要
求
・

回
答
状
況
は
表
の
通
り
で
す
。

川
崎
支
部
で
は
、
日
本
シ
ャ
ッ

タ
ー
分
会
が
、
基
本
給
の
１
．

６
ヶ
月
要
求
に
対
し
て
、
団

体
交
渉
で
は
答
え
ず
、
５
月

２
７
日
（
水
）
に
な
っ
て
５

月
２
９
日
（
金
）
各
人
の
基

本
給
の
１
．
５
ヶ
月
支
払
う

と
回
答
。
組
合
員
平
均
で
約

３
４
４
，
４
８
５
円
で
す
。

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分

会
は
年
間
５
．
５
ヶ
月
要
求

に
対
し
４
．
７
ヶ
月
。
２
回

の
団
体
交
渉
を
し
て
上
積
を

迫
り
ま
し
た
が
、
変
え
る
こ

と
が
出
来
ず
年
間
４
．
７
ヶ

月
（
１
，
３
８
４
，
５
５
０

円
）
夏
分
は
２
．
３
５
ヶ
月

で
決
着
し
ま
し
た
。

【
長
谷
川
支
部
委
員
長
】

夏
季
一
時
金
回
答
状
況



6512号 （２）

な
ん
ぶ
せ
ん

安
倍
政
権
は
、
６
月
１
７
日
、
野
党
の
会
期
延
長

要
求
に
応
え
ず
第
２
０
１
通
常
国
会
を
閉
幕
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
は

解
除
さ
れ
た
が
、
自
粛
要
請
に
よ
る
生
活
の
危
機

（
倒
産
、
解
雇
、
雇
止
め
等
）
、
安
倍
首
相
の
根

拠
の
無
い
全
国
一
斉
の
臨
時
休
校
か
ら
の
子
ど
も

た
ち
の
復
帰
、
国
民
生
活
の
緊
急
事
態
は
ま
だ
終

わ
っ
て
い
な
い
し
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
厳
し
く
な

る
状
況
も
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
国
会
を
閉
じ

て
よ
い
の
か
。
▼
安
倍
首
相
は
憲
法
に
「
緊
急
事

態
条
項
」
（
緊
急
事
態
宣
言
と
は
全
く
別
物
）
を

設
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
、

『
も
し
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
よ
り
毒
性

と
伝
染
力
の
強
い
感
染
症
が
蔓
延
し
、
国
会
を
開

き
た
く
て
も
参
議
院
の
緊
急
集
会
さ
え
開
け
な
い

よ
う
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。
こ
う
い
う
時

の
た
め
に
「
緊
急
事
態
条
項
」
が
必
要
』
と
い
う
。

▼
持
続
化
給
付
金
問
題
、
法
務
大
臣
の
逮
捕
、
黒

川
氏
の
定
年
延
長
の
閣
議
決
定
の
問
題
、
桜
を
見

る
会
問
題
、
森
友
問
題
で
自
殺
し
た
財
務
局
職
員

の
妻
の
訴
え
に
答
え
な
い
問
題
、
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ

ア
計
画
停
止
問
題
等
々
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
国
会

を
閉
じ
て
し
ま
う
よ
う
な
安
倍
首
相
の
姿
勢
で
は
、

と
て
も
「
緊
急
事
態
条
項
」
な
ど
語
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

【
平
和
で
な
く
っ
ち
ゃ
】

前
回
の
支
部
報
に
掲
載
さ

れ
た
入
居
者
へ
の
家
賃
補
助

給
付
金
支
給
の
提
案
に
つ
い

て
、
第
１
６
回
執
行
委
員
会

で
討
議
し
、
入
居
者
の
収
入

が
前
月
、
前
々
月
か
ら
概
ね

２
割
程
度
減
っ
た
方
を
対
象

に
生
活
支
援
と
し
て
５
月
、

６
月
分
家
賃
の
５
０
％
（
両

月
合
わ
せ
て
１
ヶ
月
分
相
当
）

の
家
賃
補
助
給
付
金
を
支
給

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

６
月
７
日
ま
で
を
申
込
期
限

と
し
て
「
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
取
り
組
も
う
」
と
い
う
意

見
も
あ
り
、
５
月
末
に
申
請

書
を
配
布
し
ま
し
た
。
特
に

隣
の
鍼
灸
院
か
ら
は
「
大
変

助
か
り
ま
す
、
全
然
客
が
来

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

申
し
込
み
の
書
類
を
見
る
と

収
入
は
前
月
、
前
々
月
の
売

り
上
げ
の
、
ほ
ぼ
半
分
に
減
っ

て
い
ま
し
た
。
他
の
入
居
者

か
ら
の
申
し
込
み
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
対

策
で
の
影
響
は
末
端
の
零
細

企
業
に
大
き
く
影
響
を
与
え

て
い
る
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

６
月
７
日
ま
で
に
１
件
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
６
月
１
０

日
、
第
１
７
回
執
行
委
員
会

で
支
給
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

【
担
当
：
今
野
】

※
ユ
ニ
オ
ン
コ
ー
ポ
久
地
は

川
崎
支
部
所
有
の
賃
貸
マ
ン

シ
ョ
ン
で
す
。

年間総括会議及び
支部定期大会について

新型コロナ対応で自粛生活が続いて

おりますが、年間総括会議及び支部定

期大会の日程を次のようにすることと

しました。

◎年間総括会議
日時 ７月２６日(日）１３時

場所 支部組合事務所

◎川崎支部第６７回定期大会
日時 ８月３０日(日）時間未定

場所 ゆめホール

(向河原駅徒歩５分）

※新型コロナの感染状況によっては

「三密」に十分留意して開催しますの

でご協力よろしくお願いいたします。

ユ
ニ
オ
ン
コ
ー
ポ
久
地
入
居
者
の

家
賃
補
助
給
付
金
支
給
に
つ
い
て



自
粛
警
察

感
染
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
南

米
の
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
で
「
５
Ｇ

が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
拡
大
し
て
い

る
」
と
い
う
嘘
の
ニ
ュ
ー
ス
が
ネ
ッ

ト
で
氾
濫
、
こ
れ
を
信
じ
た
一
部
の

住
民
が
通
信
事
業
の
技
術
者
８
人
を

監
禁
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
、
ボ

リ
ビ
ア
で
も
、
電
波
塔
を
破
壊
す
る

事
件
が
起
き
て
、
南
米
各
国
の
政
府

が
「
携
帯
電
話
の
電
波
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
散
さ
せ
て
い
な
い
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
発
表
す
る
事
態

と
な
っ
て
い
る
。

欧
米
に
比
べ
て
日
本
が
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
者
・
犠
牲
者
が
少
な
い
理

由
を
他
国
の
外
交
官
に
問
わ
れ
て
、

『
お
宅
ら
の
国
と
は
民
度
が
違
う
』

な
ど
と
笑
っ
て
答
弁
す
る
副
総
理
の

頭
を
疑
う
。

９
７
年
前
の
関
東
大
震
災
で
は

「
朝
鮮
人
が
井
戸
に
毒
を
入
れ
た
」

と
い
う
嘘
や
噂
を
信
じ
た
官
憲
や
自

警
団
に
よ
っ
て
、
何
の
罪
も
な
い
数

千
人
以
上
の
朝
鮮
人
・
中
国
人
、
日

本
共
産
党
員
な
ど
が
殺
さ
れ
て
い
る
。

本
所
に
住
ん
で
い
た
私
の
母
は
当
時

１
２
歳
だ
っ
た
が
「
言
問
橋
近
く
の

河
川
敷
で
朝
鮮
人
が
日
本
刀
で
殺
さ

れ
る
の
を
見
た
」
と
言
っ
て
い
た
。

６
～
７
歳
位
の
女
の
子
が
マ
ス
ク

を
つ
け
ず
に
犬
を
散
歩
さ
せ
て
い
た

ら
、
高
齢
の
男
性
が
『
マ
ス
ク
を
つ

け
ろ
！
今
日
だ
っ
て
２
人
も
３
人
も

死
ん
で
い
る
ん
だ
ぞ
！
』
と
女
の
子

を
指
差
し
て
怒
鳴
り
つ
け
、
女
の
子

が
怯
え
て
い
た
の
で
『
大
丈
夫
だ
よ
、

君
は
何
も
悪
く
な
い
よ
、
と
女
の
子

を
励
ま
し
た
』
と
い
う
私
の
次
男
の

話
し
や
、
「
公
園
で
若
い
２
人
が
い

ち
ゃ
つ
い
て
い
る
」
「
駅
の
ホ
ー
ム

で
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
人
が
咳
を

し
て
い
る
」
と
１
１
０
番
通
報
し
た

り
、
バ
ス
の
中
で
マ
ス
ク
を
し
た
人

が
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
後
、
カ
バ
ン
の

中
か
ら
「
私
は
花
粉
症
で
す
」
と
い

う
紙
を
出
し
て
周
囲
の
人
に
見
せ
て

頭
を
下
げ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
接

す
る
と
、
感
染
状
況
が
も
っ
と
酷
く

な
れ
ば
・
・
・
一
般
人
に
よ
る
「
自

粛
警
察
」
が
暴
走
す
る
可
能
性
は
有

り
得
る
と
思
っ
た
。

差
別
と
格
差

ア
メ
リ
カ
で
黒
人
男
性
が
警
官
の

膝
で
８
分
４
６
秒
も
首
を
圧
迫
さ
れ

て
死
亡
、
全
米
各
地
で
抗
議
デ
モ
が

行
わ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
南
米
を

は
じ
め
全
世
界
で
抗
議
集
会
や
デ
モ

が
広
が
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
は
、
ア
メ
リ
カ
に
限
ら
な
い
が
・
・
・

特
に
ア
メ
リ
カ
で
、
利
益
第
一
主
義

の
も
と
、
職
業
・
雇
用
か
ら
教
育
、

医
療
や
生
存
ま
で
が
貧
富
の
格
差
で

左
右
さ
れ
る
と
い
う
根
深
い
格
差
社

会
の
現
実
を
よ
り
一
層
浮
き
彫
り
に

し
た
。

ペ
ス
ト

や
ス
ペ
イ
ン
風
邪
な
ど
、

感
染
症
の
世
界
的
大
流
行
は
結
果
と

し
て
農
民
の
地
位
を
向
上
さ
せ
た
り
、

第
１
次
世
界
大
戦
を
早
期
終
結
に
導

い
た
と
歴
史
学
者
が
解
説
し
て
い
る
。

肌
の
色
や
民
族
・
出
身
地
に
よ
る

差
別
は
他
国
の
話
し
で
は
な
く
日
本

で
も
、
『
朝
鮮
人
を
殺
せ
、
日
本
か

ら
追
い
出
せ
』
な
ど
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
や
「
部
落
出
身
」
差
別
は
公
然
と

又
は
隠
然
と
存
在
し
て
い
る
。

１
０
万
円
の
一
律
給
付
が
世
帯
単

位
に
支
給
、
母
子
家
庭
を
除
く
世
帯

の
世
帯
主
は
圧
倒
的
に
男
性
で
あ
る

日
本
で
は
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
を
新
聞
・
テ
レ
ビ
が
報
道

し
て
い
る
。

「
家
」
制
度
の
名
残
の
「
世
帯
」

も
こ
の
際
、
大
い
に
見
直
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
「
夫
婦
別
姓
」
を

認
め
な
い
日
本
の
男
女
格
差
は
世
界

で
１
２
１
位
だ
。
国
民
健
保
に
加
入

し
て
い
る
妻
が
「
高
額
療
養
費
」
の

申
請
を
し
て
も
振
り
込
ま
れ
る
の
は

世
帯
主
で
あ
る
夫
の
口
座
で
あ
り
、

自
分
の
口
座
に
振
り
込
も
う
と
す
れ

ば
夫
が
許
可
す
る
委
任
状
と
印
鑑
が

必
要
だ
な
ん
て
お
か
し
い
。

【
追
記
】

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
黒
人
の
命
は
大

事
だ
」
と
か
「
黒
人
の
命
も
大
事
だ
」

と
訳
さ
れ
て
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
訳
し
方
に
違
和
感
を
感
じ
て
い
た

が
、
あ
る
新
聞
記
者
が
（
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
趣
旨
か
ら
見
れ
ば
）
「
黒
人
の

命
を
軽
く
扱
う
な
」
と
訳
し
た
方
が

心
に
響
く
と
い
う
記
事
を
載
せ
て
い

た
が
・
・
・
私
も
同
感
だ
。

【
石
田

洋
司
】

（３） 6511号

コ
ロ
ナ
雑
感



い
つ
も
な
ら
、
会
議
や
イ
ベ
ン
ト

の
予
定
が
び
っ
し
り
書
き
こ
ま
れ
て

い
た
手
帳
が
、
コ
ロ
ナ
禍
席
巻
以
来
、

中
止
、
延
期
の
バ
ッ
テ
ン
だ
ら
け
で
、

ほ
ぼ
空
白
。
こ
ん
な
こ
と
は
、
過
去

記
憶
に
な
い
こ
と
で
す
。

顔
を
合
わ
せ
て
の
会
議
、
集
会
が

で
き
な
い
な
か
、
多
く
は
、
各
団
体

内
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
へ
移
行
し
ま
し

た
。
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
オ
ー
ル
川
崎

実
行
委
員
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を

め
ぐ
る
ド
イ
ツ
な
ど
の
先
進
事
例
の

紹
介
な
ど
、
か
な
り
高
度
な
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

他
方
、
「
た
か
つ
９
条
の
会
」
は
、

２
回
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
飲
み
会
を
や
り
ま

し
た
。
ビ
ー
ル
片
手
に
画
面
を
見
な

が
ら
、
あ
れ
こ
れ
だ
べ
っ
た
り
、
溝

口
駅
頭
で
の
サ
イ
レ
ン
ト
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
行
動
の
相
談
を
し
た
り
で
す
。

私
の
場
合
、
休
み
の
ま
ま
２
年
生
に

な
っ
た
孫
（
男
の
子
）
が
横
か
ら
画

面
に
顔
を
出
し
た
り
し
て
、
結
構
、

気
晴
ら
し
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
私
の
「
巣
ご
も
り
」
の

場
は
自
宅
で
は
な
く
、
溝
口
の
事
務

所
で
す
。
大
量
の
紙
書
類
の
整
理
の

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
過
去
か
か

わ
っ
た
何
十
件
と
い
う
市
民
・
住
民

運
動
の
膨
大
な
フ
ァ
イ
ル
を
取
り
だ

し
、
重
要
度
の
低
い
チ
ラ
シ
な
ど
を

捨
て
る
作
業
で
す
。

つ
い
つ
い
、
昔
の
こ
と
が
よ
み
が

え
り
、
感
傷
に
ふ
け
っ
た
り
し
な
が

ら
で
、
ス
チ
ー
ル
棚
１
段
分
く
ら
い

は
廃
棄
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
は
、

全
量
廃
棄
に
な
る
こ
と
を
考
え
る
と

空
し
い
作
業
で
は
あ
り
ま
す
。
「
コ

ロ
ナ
鬱
」
に
な
ら
な
い
内
に
、
１
日

も
早
く
「
日
常
」
が
取
り
戻
せ
る
日

を
待
ち
わ
び
る
ば
か
り
で
す
。

【
小
磯

盟
四
郎
】

川
崎
支
部
は
年
間
を
通
し
て
数
少

な
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
の
企
画

は

旗
開
き
や
支
部
ス
キ
ー
や
花
見

で
す
。
参
加
者
は
同
じ
顔
ぶ
れ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
支
部
で
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
幅
広
く
参
加
で
き
る

内
容
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
レ
ク
で
長
い
も
の
は
、

大
山
街
道
巡
り

赤
坂
御
門
か
ら
伊
勢
原
ま
で
歩
き

き
っ
た
事
で
す
。
約
１
年
が
か
り
の

も
の
で
し
た
。
期
間
が
長
い
こ
と
も

あ
り
、
い
つ
も
多
く
の
参
加
者
が
い

る
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
味
わ
い
深
い
巡
り
で
し
た
。
最

終
日
（
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
四
日
）

に
は
大
山
の
武
田
旅
館
に
泊
ま
り
ま

し
た
。

絵
手
紙
教
室

参
加
者
は
年
齢
の
幅
が
広
く
一
〇

才
代
か
ら
八
〇
才
代
で
す
。
教
室
は

約
２
時
間
で
作
品
を
５
枚
仕
上
げ
る

ペ
ー
ス
で
作
っ
て
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
今
年
の

一
月
十
八
日
（
土
）
第
三
十
六
回
で

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

出
来
る
だ
け
早
い
再
開
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

川
崎
支
部
ス
キ
ー

支
部
ス
キ
ー
は
行
く
人
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
が
今
年
は
組
合
員
の
家
族

の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
ア
フ
タ
ー

ス
キ
ー
で
は
話
が
弾
み
ま
し
た
。
参

加
人
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
盛
り

上
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

【
小
林

正
一
】

6512号 （４）

多
く
の
参
加

楽
し
め
る
企
画
の

ア
イ
デ
ア
募
集

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ぼ
う
大
な
フ
ァ
イ
ル
を
選
別
整
理
す
る
日
々

～
こ
れ
っ
て
徒
労
？

今年の富士見高原スキー場です



川
崎
市
の
労
働
組
合
や
民
主
団
体

で
構
成
す
る
「
川
崎
市
に
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
市

民
連
絡
会
」
が
１
７
日
、
建
て
替
え

中
の
川
崎
市
役
所
前
で
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
に
先
立
ち
、
雇
用
、
学

校
、
子
育
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
体
制

強
化
、
医
療
機
関
な
ど
へ
の
市
独
自

の
財
政
的
支
援
な
ど
１
１
項
目
を
求

め
る
要
請
書
を
福
田
市
長
に
あ
て
て

提
出
し
ま
し
た
。
私
も
要
請
団
の
一

員
と
し
て
参
加
し
労
働
組
合
と
し
て

の
要
求
な
ど
一
言
要
請
し
ま
し
た
。

参
加
者
各
々
か
ら
は
、
多
く
の
市

民
か
ら
の
強
い
意
見
・
要
望
を
具
体

的
実
態
に
即
し
て
要
請
し
ま
し
た
。

対
応
し
た
危
機
管
理
室
の
担
当
者

（
３
名
）
は
、
真
剣
に
内
容
を
聞
き

市
長
や
担
当
部
署
に
伝
え
る
と
の
返

答
が
あ
り
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
で
は
、
強
い
日
差
し
の

中
６
５
名
の
参
加
者
が
、
「
子
育
て

世
代
・
学
校
・
地
元
業
者
に
手
厚
い

支
援
を
」
「
医
療
機
関
・
医
療
従
事

者
に
心
の
通
う
支
援
を
」
と
書
か
れ

た
横
断
幕
の
他
「
地
元
応
援
な
ら
家

賃
補
助
を
」
「
１
０
万
円
給
付
を
急

い
で
」
な
ど
各
々
の
要
求
を
書
い
た

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
立
ち
並
び
、
昼

休
み
で
外
出
す
る
市
職
員
や
通
行
人

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
多
く
方
か
ら
反
応

が
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ク
で
「
川
崎
市
と
し
て
、
国

や
県
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
早
急
な
実
施

と
川
崎
市
独
自
の
財
政
支
援
を
含
め

た
さ
ら
な
る
対
策
に
踏
み
切
り
、
市

民
生
活
、
市
内
中
小
業
者
の
継
続
的

な
安
定
を
図
る
た
め
、
よ
り
一
層
の

対
策
強
化
を
強
く
求
め
る
た
め
」
先

ほ
ど
要
請
書
を
提
出
し
て
き
た
事
も

訴
え
な
が
ら
、
通
行
人
が
「
３
密
」

に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
の

宣
伝
と
な
り
ま
し
た
。

《
記
：
矢
部
副
委
員
長
》

被
爆
７
５
年
の
今
年
、
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
は
、
８
月
２
日
か
ら

９
日
に
か
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
く

国
際
会
議
や
広
島
デ
ー
（
６
日
）
・

長
崎
デ
ー
（
９
日
）
集
会
が
計
画
さ

れ
ま
す
。
８
月
６
日
か
ら
９
日
に
か

け
て
世
界
で
「
平
和
の
波
」
の
取
り

組
み
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
２
０
年
原
水
爆
禁
止

平
和
大
行
進
は
８
月
４
日
広
島
を
ゴ
ー

ル
と
し
て
、
各
県
の
実
行
委
員
会
の

工
夫
で
短
時
間
・
少
数
で
の
出
発
式

や
ス
タ
ン
デ
ン
グ
で
の
宣
伝
そ
し
て

可
能
な
限
り
市
町
村
へ
の
表
敬
訪
問

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
行
進
内
容
を

動
画
配
信
し
て
い
ま
す
。

又
、
２
０
１
７
年
７
月
に
１
２
２
ヵ

国
・
地
域
の
賛
成
多
数
に
よ
り
「
核

兵
器
禁
止
国
際
条
約
」
が
採
決
さ
れ

た
。
こ
の
条
約
は
、
５
０
ヵ
国
が
批

准
し
て
９
０
日
後
に
発
効
す
る
。

今
年
の
６
月
ま
で
に
３
８
ヵ
国
が

批
准
し
ま
し
た
。
あ
と
１
２
ヵ
国
が

批
准
す
れ
ば
条
約
は
発
効
さ
れ
ま
す
。

《
記
：

矢
部
》

（5） 6512号

川
崎
市
独
自
の

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
抜
本
的
強
化
を
求
め

市
役
所
前
で
宣
伝
・
市
長
に
要
請
書
提
出

核
兵
器
禁
止
の
世
界
の
運
動



難易度★★★☆☆【中級】
A 9 8 1

2
5 2 4
9 2 5 6

B C
7 1 9 3
6 D 9 5

4
1 6 2

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

ナンバープレイスに応募しましょう！！（６５１２号）

今後の日程
6月27日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

7月01日（水）第12回書記局会議20:00～※ラインのビデオ通話で行う

04日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

08日（水）第19回執行委員会（支部事務所）20:00～

11日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

11日（土）13:30 ～ 12日（日）12:00

JMITU中央定期大会（ホテル・ニューウェルシティ）

14日（火）川崎労連幹事会（ミューザかわさき）18:30～

18日（土）地本定期大会（サンピアン川崎）13:00～

労働相談（支部事務所）13:00～

22日（水）第20回執行委員会（支部事務所）20:00～

25日（土）支部未組織宣伝スタンディング（登戸駅）10:00～11:00

労働相談（支部事務所）13:00～

26日（日）年間総括会議（支部事務所）13:00～ ※29日（水）執行委員会は無し

8月01日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

05日（水）第13回書記局会議20:00～

08日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

12日（水）第19回執行委員会（支部事務所）20:00～

15日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

22日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

26日（水）第21回執行委員会（支部事務所）20:00～

30日（日）川崎支部第67回定期大会（川崎ゆめホール）13:00～

【クイズの解き方】

3×３のブロックに区切られた９×９の正方形の枠内に1～９までの数字を入れるペンシルパ

ズルの一つです。

太い点線わくのＡ～Ｄに入る４つの数字を

答えて下さい。応募は、はがき・ＦＡＸ・

メモ等でお名前・住所と職場名をそえて、

７月中頃までにご連絡下さい。どなたでも

応募できます。正解者の中から抽選で５名

の方に５００円相当の図書カード・クオカー

ドかビール券をお送りします。

応募方法


